
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































目と対照的な様相をみせていることに注目したい。（ ９７ ２４，６７キタｌＯＯｏ FLiii＝l００ｏ ７２｜借りた カッタ カリタ９７％ １２
２２ ８９
1０
出
し
た 老
若
ダイタ
％
２８
ダシタ
１２％
８３
さ
し
た 老
若
サイダ
８２％
５０
サシタ
％
飽
き
た 老
若
アイタ
１００％
６７
ア
0％
６７
買
っ
た
老
若
コーダ
１ ％
４４
カッタ
3％
借
り
た 老
若
％
辰
口
町
方
言
で
は
、
老
年
層
の
結
果
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
い
ず
れも音便形のダイタ、サイダ、アイタ、コーダ、カッタが本来
の形であるが、表２からは若年層での非音便形（共通語形に一
致）の使用の増加がはっきりと読み取れる。もっとも、若年層
でも音便形がまだかなり用いられている（サイダ、アイタ、コ
ーダは五十パ１セント前後の使用率）ことは見のがせないが、
先の打消形と比較すると、この種の音便形は共通語形の影響を
受け、遠からず使用されなくなることが予想される。特に「借
りた」でのカリタの使用率の高さが目立つが、これは「買った」
の共通語形カッタとの同音衝突を避けようとしての結果であろ
う。また同じサ行ィ音便でも、ダイタとサイダの使用率を含め、
両者の共通語化の度合いにはかなりの違いがみられ興味深い。
これは、日常場面で「さす」よりも「出す」の方が使用頻度が
高
い
で
あ
ろ
う
こ
と
と
関
係
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
五
．
お
わ
り
に
以上、石川県の南部に位置する辰口町方言の老年層における
十年間の変化と現在の世代差について、その実態の一部を見て
きた。ひとことで「方言の変容」と言っても、その実態はそれぞれ
の項目ごとに多様な姿をみせていることが今回の調査結果から
も改めて確認できた。
本稿では紙数の関係から、調査結果の概略の一部について報
告するにとどまった。先述のとおり、言語地図は別に『石川県
辰口町言語地図集』をまとめる予定でいるが、今回触れられな
かったものについては、別の機会にあらためて考察したいと考
え
て
い
る
。
全国の方一一一一口研究の現況から見るとき、石川県を含む北陸三県
の方言を対象とした調査・研究は、研究者の層の薄さもあり残
念ながら低調と言わざるを得ない。地域語が大きく変容しつつ
あると同時に、地域語の価値が再評価されている現在、広い視
野に立った現代日本語研究の一環としての北陸方言研究の進展
を期待したい。
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